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町の世帯・人口 平成23年10月31日現在

人　　口

世帯数

男 １７，４５６人

１７，４００人

３４，８５６人

１３，２１８世帯

女

計

特定健診の受診状況  平成23年11月10日現在

17,318人

目標まであと　　　　　 　 2,212人　　　

受診率　　　　　　　　　　 　　 20.8％　　　

平成23年度受診率目標　　　　　　　　 55％　　　
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町民主役！

　第18回西原まつり。町民主役！

　第18回西原まつり。

｢世界のニシハランチュの集い｣｢世界のニシハランチュの集い｣
感動と喜び溢れる感動と喜び溢れる

　10 月 12 日から 16 日の日程で開催された｢第 5 回世界のウチ
ナーンチュ大会｣期間中の 10 月 14 日、「第 5回世界のニシハラン
チュの集い」が開催されました。エリスリーナ西原ヒルズガーデ
ンで行われた歓迎レセプションは、100 名余の海外からの参加者
を含む約 300 名が参加、友好親善を図り、海を越えた絆を深めま
した。小波津伝統芸能保存会や舞葵琉太鼓、内間団地青年会など
が余興を披露し、会場を盛り上げました。また海外からの参加者
に対して、西原町から写真集 CD が、同教育委員会から西原町史
第 1 巻通史編が、町民踊研究会から
記念品が贈られました。参加者の城
間三郎さん（字棚原）らは、1955
年に坂田小中学校 ( 当時 ) を卒業し
た同級生 8 名と会場で喜びの再会を
果たし、「このメンバーで揃うのは約
50 年ぶり」と、昔話に花を咲かせま
した。

　歓迎レセプションに先立って行われた町内施設等見学には、約
30 名が参加して南西石油（株）構内と内間御殿を訪問しました。
参加者の一人、奥浜真次さん（ブラジル）は、南西石油の建物が
見えてくると「今の南西石油の敷地の中に父親の土地があった。
軍用飛行場を作るために戦争前、日本軍に土地を収容されて我謝
に引っ越した。」と思い出を語りました。また比嘉キヨ子さん（ハ
ワイ）は「子どものとき、年に 1 回伊保之浜へ泳ぎに行くのが楽
しみだった。埋め立てられて工場ができて、面影もない。」と、時
代の変化に驚いていました。

　思いを込めて、参加者に
記念品を贈呈

　西原町民踊研究会(新川千代子代
表) は、｢第 5 回世界のニシハラン
チュの集い｣の参加者に贈る記念品
を作成しました。記念品はペットボ
トルのふたを活用した太鼓(写真) 150
個で、町花のブーゲンビレアと｢無事
帰る、また沖縄に帰ってくる｣と願い
を込めたカエルがあしらわれていま
す。新川会長は｢太鼓を見るたび、故
郷の西原を思い出してほしい。｣と思
いを語りました。

写真が語る、100年の
移民の歴史を展示

　｢沖縄からペルーへの移民百周年
ペルー移民展｣( 在ペルー西原町人会
･町教育委員会主催) が 10 月 9 日か
ら 17 日の間、サンエー西原シティで
開催され、約 400 点の写真が展示さ
れました。ペルー沖縄県人会の会長
も務めた仲宗根フェルナンド吉修さ
んが写真を提供。西原村人会(当時)
の活動や日本学校の様子をはじめ、
南米移住者募集ポスターなどが展示
され、買い物客らが足を止めて見
入っていました。

幸地自治会でも歓迎会を開催
　幸地自治会 ( 仲宗根弘一会長 ) は、同自
治会出身でブラジルへ移住した与那嶺良範
さん一家ら 7 名を招
き、10 月 15 日に歓
迎会を開催しました。
地域から多くの方が
参加し、貴重な交流
の機会を楽しみまし

字幕付き動画でニシハランチュ
の集いを呼びかけ

　町ホームページでは、上間明町長から海外
参加者へのあいさつを、スペイン語とポルト
ガル語の字幕
付きで配信し
ました。翻訳は
海外移住者子
弟研修生 3 人
が手がけまし
た。

約300名のニシハランチュで会場は
埋め尽くされました。

ハワイから家族で参加

南西石油の会社前で記念撮影

記念品を贈る波平常則教育長

内間御殿の案内板の前で説明を
受ける参加者

会場のあちらこちらで
再会を喜ぶ姿が見られ
ました。

参加者を歓迎する
上間 明 町長

あいさつの翻訳ボランティア
に協力したみなさん

今回初めて、ニシハランチュの集
いにボリビアから参加（中央2人）

パレード

世界に広がるNishihara の輪

レセプション

町内見学
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予算額に対する
収入済額の比率です

予算額に対する
支出済額の比率です

町民一人当たり
　町の借金残高
４０３,３４１円

（うち一般会計分 290,255 円）　

水道会計
４億 7,984 万円

下水道会計
3４億 5,044 万円

一般会計
100 億 8,782 万円

町民一人当たり
納税額（町税）
６1,５００円

町民一人当たりの
行政経費

３1４,６５１円

お問い合わせ／総務部企画財政課　財政係　　TEL945-4533　FAX946-6086

1 2 月保健事業日程
月日 曜日 事　　業　　名 対　　　象　　　者 実　施　場　所 使　用　室 受付時間

12/1 木 2 歳児歯科健診 H21.6.3 生まれ〜 H21.9.2 生まれ 中央公民館 ホール・控室 13:30 ～ 15:00

12/4 日 住民健診 未受診者 中央公民館 ホール   9:00 ～ 10:00

12/7 水 ベビースクールⅡ H23.6.7 生まれ〜 H23.8.1 生まれ 社会福祉センター 大広間 13:30 ～

12/8 木 3 歳児健診 H20.7.21 生まれ〜 H20.8.15 生まれ 中央公民館 ホール・控室・和室・幼児室 13:30 ～ 14:15

12/11 日 あがりティーダウォーキング 関心のある方 あがりティーダ公園   8:00 ～

12/15 木 ベビースクールⅢ H23.6.27 生まれ〜 H23.8.1 生まれ 坂田児童館 プレイルーム 10:00 ～

12/15 木 1 歳半健診 H22.4.12 生まれ〜 H23.5.11 生まれ 中央公民館 ホール・控室 13:30 ～ 14:15

12/26 月 BCG 3 ヶ月〜 6 ヶ月未満 沖縄県総合保健協会 15:30 ～ 16:00

1/5 木 3 歳児健診 H20.8.16 生まれ〜 H20.9.18 生まれ 中央公民館 ホール・控室・和室 13:30 ～ 14:15

1/8 日 あがりティーダウォーキング 関心のある方 あがりティーダ公園   8:00 ～

【お問い合わせ】福祉部健康推進課　保健予防係　☎９４５－４７９１（内線160）

受けよう、特定健診！防ごう、生活習慣病！
～平成23年度　特定健診受診勧奨特別対策を実施～

　生活習慣病の予防･ 改善を推進することで医療費の適正化を図るため、平成20 年度から特定健康診査( 特定
健診)･ 特定保健指導が実施されています。　
　西原町では平成21 年度に受診率が37％となって以降、横ばいになっており、本年度の計画目標55％に満たな
い状況です。平成24 年度には65％とさらに高い目標が設定されており、受診率向上に向けた取組みをいっそう
強化することが必要になっています。
　そこで、今年度の健診期間が12 月で終了するのを前に、西原町では11 月21 日から12 月2 日までを ｢特定健
診受診勧奨特別対策｣の期間と位置づけ、町民への受診呼びかけ
を強化し、受診率の向上と住民の健康増進を図りました。
　対策初日の11 月21 日には、電話による一斉受診勧奨が実施さ
れ、それに先立ち行われた開始式で上間明町長が ｢当面の目標、
受診率55％を目指して努力を重ねていきましょう。｣と職員らを
激励しました。
　期間中、町では電話や戸別訪問、広報車による広報などを実施
して、町民に受診勧奨を呼びかけ、受診率の向上を目指しました。 上間町長らが電話で一斉に受診勧奨を実施
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 タバコをやめたいんだけど、自分ではなかなかやめることができない！そんなあなたに朗報です。
薬局などのサポート受け、新しい年をすがすがしい空気で過ごしてみませんか？

対象・募集人数
　　　西原町民で 20 歳以上の者（10 名程度）
　　　募集期間　12 月 28 日まで
　　　病院で治療中の疾患がある方は、ご遠慮ください。
　　　※対象を越える申し込みがあった場合は、福祉部健康推進課で選定を行います。
　　　
　　※留意事項
　　事業終了時には、禁煙への成否は問わず、禁煙体験記を町へ提出していただきます。
　　この体験記は、町広報及び、ホームページ、禁煙支援薬局に掲示されますので、ご了解の上お申し込みください。

実施期間
　　　平成 24 年 1 月から 2 月まで

実施内容
　事業開始の際は一同に集まってもらいますが、その後は各自のペースで、薬局のサポートを受けながら１ヶ月の禁煙に
挑戦してもらいます。なお挑戦後には体験記を提出していただきます。提出していただいた方には、２週間分のニコチン
パッチ料金を補助します。

お問い合わせ：福祉部健康推進課　保健予防係　℡ 945-4791

保健師
だより あなたのＨｂＡ１ｃは何％？

新しい年は新しい空気を！
西原町ニューイヤー禁煙参加者募集！

お問い合わせ：福祉部介護支援課介護支援係　☎945-5013

介護の日イベント介護の日イベント介護の日イベント
　昨年開催し、大反響をいただきました｢介護の日イベント｣を今年も開催します！
　今年は、「介護しているご家族の声を聞いてみよう！」というテーマで、介護をしている方達の生の
声をみなさまに届けようと思っています。「介護って、なに？」「他の人は介護についてどう思っている
の？」「介護をしながら、こんな気持ちになるのって私だけ？」そんな、実際に介護をしている人、今は
していないけど将来もしかしたら、という人に、介護について考えるきっかけになると思います。また
当日は、町内の小学校５・６年生の介護の日作文を展示し、受賞者の作文の発表や表彰を予定してい
ます。この機会に家族みんなで「介護」について考えてみてはいかがでしょうか。 
　みなさまのご参加、心よりお待ちしています！

オムツの試供品配布、介護方法のアドバイス、町内施設の紹介。
西原町内の小学５・６年生の介護の日作文を展示します。

☆みなさまのご参加、お待ちしています☆

介護の何が大変か、何が楽しいか?
介護しているご家族の生の声を聞いてみよう！！

※東日本大震災被災者見舞金について
　西原町では、東日本大震災により被害を受け本町に避難をされている方に対し、必要な援護を行うため災害見舞金（１
世帯につき５０，０００円）を支給しています。西原町に 1 ヶ月以上住んでいる被災者の方で、申請がまだの方は下記窓
口までご連絡ください。	

お問い合わせ：福祉部福祉課　社会福祉係　☎ 945-5311（内線 121）

みなさまへ
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固定資産税（3期分）
は12月27日（火）が
納期限です

　平成23年度固定資産税3期分の納期限は、12月27日（火）です。納め忘れ
のないよう、よろしくお願いします。
　今年の４月から、納期限を１日でも過ぎた納付書は金融機関で受け取
りません。
　納め忘れのない口座振替に切り替えましょう。申請書は、町内各金融機
関もしくは総務部税務課窓口にありますので、必要事項を記入の上、口座
開設先支店にご提出ください。
●町税の納付が遅れた場合は、延滞金が加算されますのでお早めに納め
　てください。
●滞納が続きますと預金差押等滞納処分をおこなう場合があります。
※当初納付書と督促状等で、同一期の税金を重複払いするケースが発生
　しています。納付期限を過ぎて支払う際は注意しましょう。また、領収
　書等はまとめて控えていてください。   
       

6 月 3 0 日
5 月 2 日
5 月 3 1 日

8 月 3 1 日
8 月 1 日

1 0 月 3 1 日
1 2 月 2 7 日

平成24年1月31日
平成24年2月29日

平成２３年度各税目の納期限

公的年金等を受給されている方の申告方法が変わりました！ シリーズ②シリーズ③まちづくり基本条例まちづくり基本条例まちづくり基本条例
西原町では、「まちづくり基本条例」の策定に向けて取り組んでいる最中です。
１０月号から６回に分けて「まちづくり基本条例」についてお話しています。

　「まちづくり基本条例」は、町民・事業所・議会・行政などまちづくりに関係するすべてのものが、どんな役
割を担い、どんな方法でまちづくりを進めるかを定める条例です。それぞれにどんな役割があるのでしょう？
今回は例を挙げてみます。

み
ん
な
が
自
分
の
役
割
を
果
た
し
て
、協
力

し
な
が
ら
、ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
ん

だ
ね
！

町民の役割
まちづくりの主役です！ まちづくり
に参加し、意見や提案を行います。

事業所の役割
まちづくりの担い手として、安心し
て住めるまちづくりに寄与します。

行政の役割
行政運営を行います。まちづくり
を支援し、町民の意見を反映させ
る仕組みを充実させます。

議会の役割
行政の仕事をチェックし、町民の
声を反映させ、まちづくりの重要
事項を決定します。
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○障害者手帳とは？  

　さまざまな福祉制度(福祉サービス等）を利用する際には、多くの場合障害者手帳が必

　要となります。障がいの種類により手帳は次の三種類があります。  

　身 体 障 害 者 手 帳：目、耳、手足など身体の障がいに関する手帳（1〜6級）

　療　　育　　手　　帳：知的障がいに関する手帳（Ａ1、Ａ2、Ｂ1、Ｂ2）  

　精神障害者保健福祉手帳：精神障がいに関する手帳（1〜3級）

○障がい者が利用できる主な福祉制度  

　それぞれ障がいの種類や手帳の等級によって、利用できる制度が違います。

福　祉　部

福　祉　部

福　祉　部

福　祉　部

総　務　部

総務部税務課

※福祉部介護支援課

※福祉部介護支援課 お問い合わせ：福祉部介護支援課障害支援係℡945-5013（内線191～ 193）

主な介護給付
①居 　宅 　介 　護　　　自宅で入浴、排せつ、食事の介護等を行います。

②児童デイサービス　　　 障がい児に対して、日常生活における基本的な動作の指導、集団生活への適応訓練等を行います。

③短　 期　 入　 所　　　自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、夜間も含め施設で、入浴、排せつ、食事の介護等
 （ショートステイ） 　　 　  を行います。

④生　 活 　介　 護　　　常に介護を必要とする障がい者に、昼間、入浴、排せつ、食事の介護等を行うとともに創作的活動又
　　　　　　　　　　　　は生産活動の機会を提供します。

主な訓練給付
①自　 立 　訓　 練　　　自立した日常生活又は社会生活ができるよう、一定期間、身体機能又は生活能力の向上のため必要
（機能訓練・生活訓練)　　  な訓練を行います。

②就 労 移 行 支 援 　　   一般企業等への就労を希望する障がい者に対して、一定期間、就労に必要な知識及び能力の向上の   
                                    ために必要な訓練を行います。

③就 労 移 行 支 援　　　 一般企業等での就労が困難な障がい者に対して、働く場を提供するとともに、知識及び能力の向上の
（A型＝雇用、B型＝非雇用） ために必要な訓練を行います。

主な地域生活支援事業(サービス系）
①移 動 支 援 サービス　   円滑に外出ができるよう、移動の支援を行います。
②日中一時支援サービス　 日中において監護するものがいない障がい者(児)に対して、一時的に預かり、見守り等の支援を行い  
                                    ます。

「障害者週間」は、国民に広く障がい者の福祉についての関心と理解を深めるとともに、障が
い者が社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを
目的として設定されました。今回は障がいを持ったときに利用できる様々な福祉制度をご紹
介します。

障害程度区分
の認定調査

障害程度
区分判定

支　給
決　定

利　用
決　定

暫定支給
決　定

心身の状況に
関する調査

心身の状況に
関する調査

目指し
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秋の夜長に読み聞かせ
｢あっとーめーのささやき｣

　町内小中学校の読み聞かせサークルのネットワーク団
体 ｢読みあいネットワーク喜楽星７（比嘉清美代表）｣ が
主催する「第 7 回あっとーめーのささやき」が、10 月 10
日に町立図書館で開催されました。あいにくの雨模様のた
め会場が園庭から図書館ホールに変更されましたが、夜の
イベントらしく、月や星に関する絵本や紙芝居などの読み
聞かせが行われました。
民謡歌手の知念こずえ
さん ( 字兼久 ) による
ミニコンサート ( 写真 )
では、安里屋ユンタな
どおなじみの曲が披露
され、参加者も一緒に
なって口ずさみました。

　1977 年から始まった西原町史の編集事業の最終巻として
｢通史編｣ が完成、10 月 28 日に発表しました。西原町史は
町の歴史を幅広く町民に知ってもらい、後世に正しく伝える
目的で編集が進められ、｢通史編｣ の完成により、西原町史は
全 9 巻と 4 冊の付属刊行物が揃ったことで、町史編集事業が
完了しました。上間明町長は ｢多くの町民に愛読してもらい、
町民としての自覚や誇りを再認識し人材育成の一助になるこ
とを願う｣ と喜びを語りました。
　｢通史編｣ は 2007 年に発刊計画がまとまり、編集委員会や
専門部会などの会議を重
ねて内容の充実が図られ
ました。西原の歴史や文
化を総合的に記述し、そ
の変遷が写真や絵、図表
を用いて分かりやすく表
現されています。（詳細は
18 ページ ｢町史だより｣
を参照）

西原町史の集大成
第1巻｢通史編｣が完成

　町内の 3 つの児童館が合同で、｢わくわく！ドキドキ！遊
びの国へ出航だー！｣ をテーマに西原町児童館フェスティバ
ル ｢遊びのかんづめ、ドッカン！行かん？児童館！｣ を 10
月 8 日、町社会福祉センターで開催しました。
　オープニングイベントでは、大型紙芝居 ｢さわふじの木の
下で｣ や小那覇子ども会によるエイサーなどが披露され、子
どもたちが繰り広げるステージに歓声が上がりました。
　また各児童館が企画したコーナーが催され、来場者は思い
思いにゲームやものづくり、バザーなどを親子で楽しむ笑顔
があちこちで見られました。特設コーナーでは来場者が協力
して折り紙を ｢手つなぎ
ハート｣ の形に折り、キャ
ンパスに張り合わせて一
つの作品を製作。被災地
支援の気持ちを共有しま
した。( 作品は福祉部福
祉課に掲示しています。)

西原町児童館フェスティバル
｢遊びのかんづめ　ドッカン！行かん？児童館！｣開催

　地域で子どもたちの見守り活動を続けている ｢与那城
汗っかき会｣（大城誠一会長）が第 4 回沖縄タイムス地域
貢献賞を受賞、10 月 15 日に表彰を受けました。同会は
今年で結成 7 年。これまで、地域の中学生や高校生らと大
人が一緒になり、見回りや声かけする運動に取り組んでき
ており、現在は約 30 名で活動しています。大城会長は
｢大人と子どもが一緒に汗をかいて活動してきた。結成当
時は子どもだったメンバーが成人しても活動を続けてくれ
る。｣ と継続してきた成果を語りました。
　受賞の報告を受けた波平常則教育長は ｢子どもたちと一

緒に汗をかくこと
の大切さを感じた。
地域の子どもは地
域のみんなで守る
という活動の見本
になる。｣ と喜びま
した。

｢与那城汗っかき会｣が
地域貢献賞を受賞

　「平成23 年西原町戦没者追悼式」が10 月28 日、西原
の塔で行われ、町内外から多くの遺族や関係者が参加、西
原町で犠牲になった戦没者の冥福を祈るとともに、恒久
平和を願いました。式を前に、西原小学校5 年生の児童が
折った千羽鶴をささげました。
　式では町遺族会の與那城博司会長らが出席。與那城会
長は ｢時代が流れ、戦争の悲惨さや平和のありがたさが
忘れ去られないよう、後世にしっかり伝える。｣と追悼の
言葉を述べました。また、西原に配属された日本軍の部隊

で、多くの仲間
を失った元隊
員の代表者も
県外から参列
し、焼香ととも
に祈りをささ
げました。

戦没者に祈りをささげ、恒久平和を願う
―西原町戦没者追悼式が挙行される―

　北米の著名な空手家達によって組織される ｢世界黒帯者
登録組織連盟協会｣ の認定する空手の殿堂に、外間哲弘さ
ん ( 字上原、写真右 ) が選ばれました。この殿堂は、空手、
古武道に対して深い見識があり、国内外で著しい業績を残
した武術家に対して認定されるもので、外間さんはこれま
で指導者として 42 カ国を訪れ、約 7,000 名の空手の指導
にあたってきました。著書は 20 冊、DVD は 17 本にのぼ
り、海外で翻訳、販売されているものも多いとのことです。
また、｢沖縄県空手博物館｣ を上原に自費で建設し、空手
関係の膨大な資料を保管する運動にも取り組んでいます。

外間さんは殿堂入
りを喜ぶとともに、
自身の所有する貴
重な資料を ｢後の
世代に残していき
たい。｣ と今後の抱
負を語りました。

外間哲弘さん、アメリカ
で空手の殿堂入り

　西原高校が第 54 回全沖縄高校バスケットボール選手権
大会の女子の部で 3 年ぶり 5 回目の優勝。12 月に東京都
で開催される第 42 回全国高校選抜優勝大会 ( ウィンター
カップ ) への出場を決め、川上美嬉さん (2 年) は ｢3 年の
先輩と一緒に上位を目指したい。｣ と抱負を述べました。
　また、バレーボールの第 64 回全日本高校選手権大会 ( 春
高バレー ) の県予選大会では男女ともに優勝。男子は 2 年
連続 17 回目、女子は 3 年連続 3 回目の頂点に立ち、1 月
5 日から東京都で開催される全国大会へ出場します。男子
の金嶺守陛くん (3 年 ) は ｢3 年にとって最後の大会。練
習の成果を出せるよう練習をがんばりたい。｣ と、女子の
仲間翔子さん (3 年 ) は ｢上位を狙って、全国大会で沖縄
旋風を起こしたい。｣ と意気込みを語りました。
　11 月 3 日に開催された第 24 回マーチングインオキナ
ワ 2011 ではマーチングバンド部が金賞を受賞、12 月 18
日に埼玉県で行われる全国大会に県代表として出場が決
まりました。宮里さやかさん (3 年 ) は ｢周りで支えるみ
なさんに対する感謝の気持ちを持って、大会に臨みたい。｣
と喜びを口にしました。

西原高校、バレー･バスケット・
マーチングで全国へ

消防団大会で西原町分区が大活躍
　消防団員の消火技術の向上を図るため 2 年に 1 度行わ
れる第 30 回南部消防操法大会が 10 月 7 日に糸満市で開
催されました。個人で争う着装競技の部では、東部消防組
合西原町分団の與那嶺良也さんが優勝しました。3 人 1 組
で争う応用訓練の部でも、西原町分団の団員で構成され
た東部消防組合消
防団チームが優勝
し、南部代表で出
場した第 22 回沖
縄県消防操法大会
でも準優勝を収め
る活躍でした。

県外派遣費用の助成金を交付
―西原町人材育成会―

　西原町人材育成会 ( 上間明会長 ) は、城間亮太くん ( 坂
田小 5 年 ) に対して、派遣費用の一部助成を決定しました。
城間くんは第 31 回新報児童オリンピック大会のバドミン
トン競技で準優勝し、10 月 28 日から第 28 回全九州小学
生バドミントン選手権大会への出場が決まり、大会が開催
される熊本県に派遣されました。
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30 金

日　　時　： 平成２４年１月４日（火）
                 午後３時～午後４時３０分（企業、関係者）
　　　　    午後６時～午後７時３０分（町民並びに各種団体）
場　　所　： エリスリーナ西原ヒルズガーデン
会　　費　： ２，０００円
事前受付　：１２月５日（月）～１２月２２日（月）
　　　　　　　企業・関係者　 　⇒　西原町商工会　　℡ ９４５－６１３６
　　　　　　　個人・各種団体　 ⇒　総務部総務課　　℡ ９４５－５０１１
共催団体： 西原町・町商工会・町行政区自治会長会・町社会福祉協議会

日　　時　： 平成２４年１月４日（水）
                 午後３時～午後４時３０分（企業、関係者）
　　　　    午後６時～午後７時３０分（町民並びに各種団体）
場　　所　： エリスリーナ西原ヒルズガーデン
会　　費　： ２，０００円
事前受付　：１２月５日（月）～１２月２２日（木）
　　　　　　　企業・関係者　 　⇒　西原町商工会　　℡ ９４５－６１３６
　　　　　　　個人・各種団体　 ⇒　総務部総務課　　℡ ９４５－５０１１
共催団体： 西原町・町商工会・町行政区自治会長会・町社会福祉協議会

平成
２４年

家庭教育学級を開催しました家庭教育学級を開催しました家庭教育学級を開催しました家庭教育学級を開催しました
西原小 第２回家庭教育学級 ○調理実習：｢親子で簡単クッキング（シマナー蒸しケーキ、シマナ

　　　　　　ーとローゼルの２色ゼリー）｣  
　講　師：比嘉 昭子、屋我 ミチ子、喜屋武 キミ子（JAおきな
　　　　　わ西原支店女性部）
　日　時：１０月１５日（土）９：００～１１：００　　
　場　所：西原小学校　家庭科室

  西原町の特産品のシマナー！いつもは苦くて苦手
  だったけど…これならとっても美味しかった！！
　簡単なので今度は家で家族に作ってあげま～す！

第24
回

第24
回

住基ネット機器等の停止のお知らせ
住基カード交付及び公的個人認証交付の停止について

① ｢住基カード交付｣ 及び ｢公的個人認証の交付｣ 業務が、住基ネットワークのセットアップ作業のため停止
　　します。　　
　　停止期間：１２月１４日（水）８：３０～１８：３０
② ｢公的個人認証の交付｣ の業務が、LGWANサービスの設定変更作業のため停止します。
　　停止期間：平成２３年１２月２７日（火）　８：３０～１８：３０
	 	 	 	 　

お問い合わせ：総務部町民生活課　住民係　☎９４５－５０１２

00000000000000ゴミゼロを目指して
～｢第 18回西原まつりゴミゼロ運動｣を実施～
ゴミゼロを目指して
～｢第 18回西原まつりゴミゼロ運動｣を実施～

　第 18 回西原まつり実行委員会は、西原まつり開催中 ｢ゴミゼロ運動｣ を展開し、｢ゴミは持ち帰りましょう｣ の周
知と資源ゴミ回収を来場者に呼びかけ、資源の大切さとリサイクルの重要性を訴えました。
　｢ゴミゼロ運動｣ では、会場内にエコスポットを設置し、ゴミの分別やリサイク
ルシステムの紹介などに取り組みました。また、町内の青少年団体や各種団体が
協力し、2 日間で延べ 900 名余りのボランティアが参加。｢ポイ捨てしないで！｣
などと書かれたプラカードを持って会場内をパトロールし、ゴミの持ち帰り、資
源ゴミの分別のよびかけや、ポイ捨てされたゴミの回収などに取り組みました。
このような ｢ゴミゼロ運動｣ の働きかけにより、今回の西原まつりでは前回まで
と比較してゴミの量が減少しました。
　一方で、食べ終わった容器や空き缶、空のペットボトルなどが会場内に放置さ
れているケースがありました。まつりの賑わいの裏で、一部の方の心無い行為が
あったことは残念なことです。
　今後も西原町では、ゴミの減量 ･ リサイクルの推進を通して、私たちの住む環
境の保全を目指します。
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【
場
所
】西
原
町
役
場
第
五
庁
舎
会
議
室

【
問
合
せ
】
総
務
部
総
務
課（
山
城
）

☎
9
4
5

・

5
0
1
1

※
予
約
不
要
、
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

○
家
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5
品
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テ
レ
ビ
、エ
ア
コ
ン
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気
洗
濯

機
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類
乾
燥
機
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蔵
庫
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町
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電
5
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5
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9
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〉

※
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す
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得
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業
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く
だ
さ
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末
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権
放
棄
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受
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日
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い
て
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縄
県
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管
理
セ
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ー
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末
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受
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次
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で
す
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不
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権
放
棄
）犬
ね
こ
の
最
終
受
付
日
：
12
月
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日

（
月
）

※
不
要
（
飼
養
権
放
棄
）
犬
ね
こ
と
は
、
こ
れ

ま
で
飼
養
し
て
い
た
犬
や
ね
こ
を
引
越
し
等
の

や
む
を
え
な
い
理
由
で
手
放
す
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に
な
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も
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を
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ま
す
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沖
縄
県
動
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化
槽
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業
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現
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単
独
処
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化
槽
や
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し
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し
て
教
育
委
員
会（
教
育
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務
課
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さ
い
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※
そ
の
他
詳
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さ
い
。

【
問
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せ
】教
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会
教
育
部
教
育
総
務
課　

☎
9
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5
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3
6
5
5
（
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線
5
0
2
）

近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、

い
じ
め
、
離
婚
、
Ｄ
Ｖ
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あ
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に
人
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一
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し
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み
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か
。

【
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時
】
12
月
8
日
（
木
）
10
：
00

～
16
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00

妊
婦
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新
生
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訪
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業
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る
在
宅
の
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産
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を
募
集
し
ま
す
。

【
資
格
】
助
産
師
資
格
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お
持
ち
の
方

【
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容
】
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婦
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新
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問
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託
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約
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課
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【
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間
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採
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者
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〈
保
育
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問
調
査
嘱
託
員
〉介
護
支
援
専

門
員
資
格
を
有
す
る
者
。

〈
障
害
程
度
区
分
認
定
嘱
託
員
〉県
内
に
住
所

を
有
す
る
者
で
保
健
師
、看
護
師
、社
会
福
祉

士
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
で
そ
の
職
務
を
遂
行
す

る
知
識
と
経
験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
。

〈
診
療
報
酬
明
細
書
点
検
事
務
嘱
託
員･

乳
幼

児
医
療
業
務
嘱
託
員
〉医
療
事
務
資
格
を
有
す

る
者
。

「
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
相
談
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
巡
回
相
談
12
月
9
日
（
金
）
　

町
役
場
で
開
催
〈
問
い
合
わ
せ
：
建
設
部
産
業
課 

☎
9
4
5
・
4
5
4
0
〉

事 務 所 移 転 し ま し た !
借金問題、相続、遺言、後見人等お気軽にご相談ください。（予約制）
（借金問題は初回相談無料です。）

与那原町字東浜 23番地 2　℡ 882－8177　　 0120－36－7930　営業時間 平日AM9：00～PM6：00　フリー
ダイヤル

代表司法書士　喜 屋 武　  力

完全個室の相談ブース完備。
秘密厳守でゆったりとした

相談ができます! きゃん事務所

平
成
24
年
度
西
原
町
嘱
託
員
採
用
予
定
候
補
者

名
簿
登
載
に
つ
い
て

「
人
権
な
ん
で
も
相
談
所
開

設
」
の
お
知
ら
せ

〈
栄
養
士
業
務
嘱
託
員･

保
健
師
業
務
嘱
託
員
〉

県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
各
々
資
格
免
許
を

有
す
る
者
。

〈
用
地
業
務
嘱
託
員
〉宅
地
建
物
取
引
主
任
者
資

格
を
有
す
る
者
。

〈
窓
口
手
話
通
訳
業
務
嘱
託
員
〉県
内
に
住
所
を

有
す
る
者
で
手
話
通
訳
士
資
格
保
持
者
又
は
全

国
統
一
手
話
通
訳
者
試
験
に
合
格
し
た
者
。

〈
臨
床
心
理
士
嘱
託
員
〉県
内
に
住
所
を
有
す
る

者
で
臨
床
心
理
士
の
資
格
を
有
す
る
者
。

【
受
付
及
び
提
出
書
類
】9
時
～
17
時
15
分
（
土

曜
．日
曜
．休
日
を
除
く
）ま
で
の
間
。自
筆
履
歴

書
１
通
（
写
真
を
貼
っ
た
も
の
）と
資
格
要
件

等
が
あ
る
職
種
に
つ
い
て
は
、そ
の
資
格
等
の

写
し
を
総
務
部
総
務
課
へ
提
出
。

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、総
務
部
総
務
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】総
務
部
総
務
課
職
員
係

☎
９
４
５
・
５
０
１
１（
内
線
１
１
４
番
）

【
採
用
期
間
】
採
用
後
１
年
以
内

【
資
格
要
件
等
】
西
原
町
に
住
所
を
有
す
る
も

の
で
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る

者
。（
要
運
転
免
許
）

・
幼
稚
園
教
諭
に
つ
い
て
は
幼
稚
園
教
諭
免
許

　

保
持
者

・
特
別
支
援
教
育
支
援
員
に
つ
い
て
は
教
諭
免

　

許
保
持
者

・
司
書
業
務
に
つ
い
て
は
司
書
資
格
保
持
者

【
受
付
及
び
提
出
書
類
】
午
前
9
時
～
午
後
5

時
15
分
（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

自
筆
履
歴
書
一
通
（
要
写
真
添
付
）
と
免
許
の

職　
　

種

業　

務　

内　

容

議
会
会
議
録
編
集
業
務
嘱
託
員

議
会
会
議
録
作
成
業
務
等

用
務
嘱
託
員

庁
舎
内
外
の
清
掃
業
務

大
型
車
両
運
転
業
務
嘱
託
員

町
道
等
及
び
河
川
排
水
の
維
持
管
理
補
修
業
務

加
配
保
育
士
業
務
嘱
託
員

保
育
業
務

年
休
代
替
保
育
士
業
務
嘱
託
員

保
育
業
務

児
童
館
業
務
嘱
託
員

児
童
館
の
管
理
運
営
業
務

年
休
代
替
等
児
童
館
業
務
嘱
託
員

児
童
館
の
管
理
運
営
業
務

介
護
認
定
訪
問
調
査
嘱
託
員

介
護
認
定
の
訪
問
調
査
業
務

障
害
程
度
区
分
認
定
嘱
託
員

障
害
者
自
立
支
援
法
に
伴
う
訪
問
調
査
業
務

窓
口
手
話
通
訳
業
務
嘱
託
員

手
話
通
訳
業
務

国
民
健
康
保
険
税
徴
収
嘱
託
員

国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収
業
務

診
療
報
酬
明
細
書
点
検
事
務
嘱
託
員

診
療
報
酬
明
細
書
の
点
検
業
務

栄
養
士
業
務
嘱
託
員

母
子
保
健
関
係
栄
養
指
導
業
務

保
健
師
業
務
嘱
託
員

特
定
健
診
等
の
保
健
指
導
業
務

用
地
業
務
嘱
託
員

用
地
の
登
記
事
務
等

乳
幼
児
医
療
業
務
嘱
託
員

小
児
医
療
助
成
業
務

臨
床
心
理
士
嘱
託
員

小
児
発
達
支
援
業
務

職　
　

種

業　

務　

内　

容

一
般
事
務

一
般
的
な
事
務
処
理
業
務

図
書
館
業
務

図
書
館
業
務
（
土
日
）

嘱
託
職
員

職　
　

種

業　

務　

内　

容

建
築
技
術
業
務

学
校
施
設
の
建
築
関
係
業
務

電
算
事
務
指
導
業
務

学
校
（
小
・
中
・
幼
）
の
パ
ソ
コ
ン
指
導
、
機
器

の
保
守
管
理
業
務

学
校
給
食
調
理
業
務

学
校
給
食
の
調
理
に
関
す
る
業
務

パ
ー
ト
調
理
業
務
（
年
休
代
替
）

学
校
給
食
の
調
理
に
関
す
る
業
務

学
校
給
食
費
徴
収
業
務

学
校
給
食
費
の
徴
収
に
関
す
る
業
務

用
務
嘱
託
員
（
町
立
小
中
学
校
）

学
校
の
用
務
（
湯
茶
・
接
待
，
印
刷
，
掃
除
等
及

び
一
部
事
務
含
む
）

幼
稚
園
教
諭
業
務

幼
稚
園
教
諭
業
務

パ
ー
ト
幼
稚
園
預
か
り
保
育
業
務

幼
稚
園
預
か
り
保
育
業
務

年
休
代
替
幼
稚
園
業
務

幼
稚
園
教
諭
業
務
・
幼
稚
園
預
か
り
保
育
業
務

特
別
支
援
教
育
支
援
員

小
・
中
学
校
で
発
達
障
が
い
等
を
持
つ
児
童
・
生

徒
の
学
習
支
援
や
安
全
面
の
指
導

外
国
語
指
導
助
手
業
務

町
立
中
学
校
に
て
外
国
語
授
業
の
補
助
を
行
う

助
手
業
務
（
外
国
人
）

図
書
館
業
務
（
学
校
）

町
立
学
校
図
書
館
司
書
業
務

図
書
館
業
務

町
立
図
書
館
司
書
業
務

図
書
館
業
務

町
立
図
書
館
地
域
資
料
業
務

陸
上
競
技
場
管
理
業
務

町
民
陸
上
競
技
場
の
管
理
運
営
業
務

用
務
嘱
託
員
（
町
民
体
育
館
）

施
設
内
外
の
清
掃
業
務

用
務
嘱
託
員
（
中
央
公
民
館
）

施
設
内
外
の
清
掃
業
務

社
会
教
育
指
導
員

社
会
教
育
に
関
す
る
事
業
担
当
（
月
12
日
勤
務
）

教
育
委
員
会
臨
時
職
員
及
び
嘱
託
職
員
採
用
予
定
候
補
者

名
簿
登
載
に
つ
い
て

　

臨
時
職
員

取
り
便
所
を
利
用
し
て
い
て
、
下
水
道
整
備
が

7
年
以
内
に
見
込
ま
れ
な
い
地
域
に
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
世
帯
に
対
し
、

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
を
検
討
さ
れ

て
い
る
方
は
、
環
境
保
全
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
総
務
部
町
民
生
活
課
環
境
保
全
係

☎
9
4
5

・

5
0
1
8

【
日
時
】
平
成
24
年
1
月
8
日
（
日
）
午
前
9

時
（
8
時
30
分
受
付
）

【
会
場
】
西
原
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○年末年始のごみ収集日程

1／3 
（火）

1／ 2 
（月）

1／ 1 
（日）

12／ 31 
（土）

12／ 30
（金） 

12 ／ 29
 （木）

休み 休み 休み

通常どおり 通常どおり もえるごみ

通常どおり もえないごみ

通常どおり 危険ごみ

通常どおり 粗大ごみ

通常どおり 通常どおり 資源ゴミ

総
務
部
町
民
生
活
課
環
境

保
全
係
よ
り

【
競
技
方
法
】経
験
者
の
部
、初
心
者
の
部
の
2
部
門

【
参
加
資
格
】
1
町
内
の
小
学
校
に
通
学
す
る

小
学
生
。
2
町
に
本
籍
ま
た
は
現
住
所
を
有
す

る
小
学
生
（
ペ
ア
の
一
人
が
資
格
を
満
た
し
て

い
れ
ば
可
）

【
参
加
料
】
1
ペ
ア
2
0
0
円

【
申
込
先
】
西
原
町
体
育
協
会
事
務
局

☎
9
4
5

・

8
0
9
5

【
申
込
締
切
】
平
成
24
年
1
月
4
日（
水
）17
時

【
日
時
】12
月
11
日（
日
）開
場
18
時
・
開
演
18
時
半

【
場
所
】
町
中
央
公
民
館

【
入
場
料
】
5
0
0
円

【
問
合
せ
】
西
原
町
文
化
協
会

☎
9
4
6

・

6
6
5
7
（
火･

金
の
み
）

年
末
に
向
け
て
、
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
る

方
へ
。
お
酒
を
飲
む
と
き
は
、
翌
日
の
仕
事
を

考
え
て
、
寝
て
い
る
間
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
分
解

さ
れ
る
適
度
の
量
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

○
チ
ュ
ウ
ハ
イ
3
5
0
ml･

泡
盛
1
0
0
ml･

ビ
ー
ル
5
0
0
ml
を
“
1
単
位
”
と
し
て
、

1
単
位
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
抜
け
る
（
分
解
さ
れ

る
）
に
は
、
約
4
時
間
か
か
り
ま
す
。

○
つ
ま
り
、8
時
間
寝
た
か
ら
と
い
っ
て
、ア
ル

コ
ー
ル
が
分
解
さ
れ
る
の
は“
2
単
位
”分
で
す
。

○
ア
ル
コ
ー
ル
を
“
3
単
位
”
飲
む
と
、
8
時

間
寝
て
も
翌
朝
は
1
単
位
残
っ
て
い
る
“
二
日

酔
い
”
状
態
で
す
。

☆｢

酒
酔
い
運
転｣

は
、免
許
取
り
消
し
！
（
欠

格
期
間
3
年
）

☆｢

酒
気
帯
び
運
転｣

は
、
0
・
15
～
0
・
25

㎎
／
ℓ
で
免
許
停
止
90
日
！
0
・
25
㎎
／
ℓ
以

上
で
免
許
取
り
消
し
！
（
欠
格
期
間
2
年
）

療
育
手
帳
の
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
場
合
に
は
、

至
急
再
判
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
再
判
定
を

受
け
る
と
き
に
は
次
の
機
関
に
連
絡
し
、
再
判

定
を
受
け
る
日
程
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
18
歳
未
満
の
方
〉
沖
縄
県
中
央
児
童
相
談
所

☎
8
8
6

・

2
9
0
0

〈
18
歳
以
上
の
方
〉
沖
縄
県
知
的
障
害
者
更
正

相
談
所
☎
8
8
6

・

2
1
1
5

【
事
業
目
的
】
満
16
歳
未
満
の
加
入
遺
児
が
満

19
歳
に
達
す
る
ま
で
、
長
期
に
わ
た
り
定
期
的

に
遺
児
育
成
の
た
め
の
資
金
を
給
付
し
、
交
通

遺
児
の
健
や
か
な
育
成
を
図
る
。

【
概
要
】
交
通
遺
児
（
満
16
歳
未
満
）
が
損
害

賠
償
金
等
の
中
か
ら
拠
出
金
を
払
い
込
ん
で
加

入
す
る
と
、
交
通
遺
児
が
満
19
歳
に
達
す
る
ま

で
年
金
方
式
で
3
ヶ
月
ご
と
に
ま
と
め
て
育
成

給
付
金
を
支
給
。

【
問
合
せ
】（
財
）
交
通
遺
児
育
成
基
金

☎
0
1
2
0

・

1
6

・

3
6
1
1

（http://w
w
w
.kotsuiji.or.jp/

）

第
7
回
西
原
町
小
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

西
原
町
文
化
協
会
古
典
音
楽
部
会
・

筝
曲
部
会
～
第
3
回
琉
球
古
典
音
楽
独
唱
会

交
通
遺
児
育
成
基
金
に
つ
い
て

療
育
手
帳
の｢

次
の
判
定
年
月｣

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か

一
晩
寝
た
か
ら
大
丈
夫
、
で
は
と
お
り
ま
せ

ん
！
～
知
っ
て
い
ま
す
か
？
二
日
酔
い
～

在
宅
助
産
師
の
募
集
に

つ
い
て
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生涯学習課
中央公民館
町民体育館
坂田児童館
西原児童館
西原東児童館

℡.098-945-5036
℡.098-945-3657 
℡.098-945-8095
℡.098-944-6308 
℡.098-945-4393 
℡.098-944-0976

事　　　　業 日　　　　時 備　　　　考

①　トランポリン教室 ７ 日（ 水 ）15：00 ～ 16：00 対象：小学生　ズボンをはいてきてね
②　館内消毒 10 日（ 土 ）   終日閉館
③　チャレンジ会 21 日（ 水 ）15：30 ～ 16：30 詳しくは児童館まで。
④　３館合同文化講座 親子クッキング ３ 日（ 土 ）10：00 ～ 12：00 場所：町中央公民館　定員：親子 15 組
⑤　親子リトミック ７ 日（ 水 ）10：30 ～ 11：30 対象：乳幼児の親子　軽装で来てね！
⑥　おおそうじ 28 日（ 水 ）10：00 ～ 16：00 要申込　詳しくは児童館まで。
⑦　トランポリン ２ 日（ 金 ）15：30 ～ 16：30 ズボンをはいてきてね
⑧　おおそうじ 22 日（ 木 ）15：30 ～ ＊： ＊ 詳しくは児童館まで。
⑨　ドッジボールを楽しもう！ 27 日  （ 火 ）14：00 ～ 16：00 詳しくは児童館まで。

※下記事業のお問い合せは、①～③は坂田児童館、④～⑥は西原児童館、⑦～⑨は西原東児童館へ！

　10月23日、第18回西原まつりの
終了後、約40名が参加し、会場周辺
で夜間巡回指導を実施しました。

　11月12日東崎公園で、西原町青少年スポーツ交流大
会～各区対抗キックベースボール大会～を開催し、６チー
ム約90名の小・中学生が参加しました。              

　子どもエイサー講座で学んだ小学生24名が、西
原まつりの集団演技で、エイサーを披露しました。
　父母・祖父母の応援を受け自信たっぷりな演技
で、成長できるボランティア参加でした。

　新年の想いを筆で表してみませんか。当日は町文化協
会書道部会の添削もあります。日ごろ筆で字を書くことも
なかなかありませんが、この機会に是非ご参加ください。
日　時　：　平成24年１月４日（水）
　　　　   ８時00分： 受付（～9時30分）
　　　　　 ９時00分 ： 書き初め開始
        　　10時00分 ： 書き初め終了
　　　　　10時30分 ： 作品展示会　　　　　
　　　　　12時30分 ： 表彰式
場　所　：　西原町民体育館（アリーナ）
課　題　：　自由（小・中学生は学校課題等）
参加費　：　３００円（用紙代他）
道具等　：　参加者持参
主　催　：　町教育委員会・町文化協会
連絡先　：　教育部生涯学習課
　　　　　 文化財係（℡．945-5036）

みんなの中央公民館をきれいにしませんか!!

お問い合わせ・申込　町中央公民館　℡945－3657
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お問い合わせ ： 西原町立図書館地域資料収集係　TEL：944-4998　FAX：944-4997　Ｅメール：choushi@town.nishihara.okinawa.jp

第86号

http://library.town.nishihara.okinawa.jp/
Eメール　library@town.nishihara.okinawa.jp

　先月号でもお知らせしましたが、１２月１日から１月３日までの間、図書館システムのリニューアル
とそれに伴う約１３万４千冊に及ぶ蔵書点検及びデータ変更作業と年末年始の休暇のため、休館させて
いただきます。より一層のサービス向上のためご理解のほどよろしくお願いします。休館に伴い下記の
ことに注意してください。
＊新聞の閲覧はエントランスホールで、平日のみ可能です。時間は午前１０時から午後２時ま
　でです。どうぞご利用ください。ただし、閲覧は当日分のみとさせていただきます。
＊ホームページからの予約はできません。
＊１月４日の開館時間は午前１０時から午後５時となります。

＝１２月は休館します＝＝１２月は休館します＝

　11 月 10 日に、琉球大学の望月道浩先生や学生さん達の授業の一環で「黒糖の不思議を発見しよう！」とい
うイベントが開催されました。子どもたち 20 名（大人７名）が参加し、キビの実験や図書館の本を使った調べ
学習などを通じて、黒糖やさとうきびについて楽しく学びました。次回は製糖期に開催できればと考えています
ので、その時にはぜひ参加してください。
　また、琉球新報社主催の３D映像「３Dワールド」上映会が 13 日に行われ、138 名が３Dを体験しました。こ
ちらも好評で、機会があればまたとの声がありましたので、それも楽しみにしていてください。


